
   

オンライン学習オープンテクノロジーコンソーシアム 

（CotoLearn） 設立趣意書 

コミュニティの名称 

和名：オンライン学習オープンテクノロジーコンソーシアム 
英名：Consortium for Open Technologies for Online Learning 
略称：CotoLearn 

設立の目的 

私たちが CotoLearnを設立する目的は，学びを通じて人と人がつながりを持ち，ひと
りひとりが自分の可能性を最大限に発揮できる社会を実現することにあります。私たち

は，その実現のために，公平なアクセスと柔軟な学びを可能にする環境を提供し，多くの

人々が継続的に学ぶ機会を得られるよう取り組みます。 
CotoLearnの目的を実現するために，私たちは，オープンソースソフトウエア（Open-

Source Software, OSS）を活用して，すべての人が公平で柔軟なアクセスを得られる学び
の場を創出します。また，オープン教育資源（Open Educational Resources, OER）を活用
して，学習の視野を広げ，多様性と持続可能性を確保した学びの場を提供することを目

指します。 

活動計画 

CotoLearnでは，以下の 3つの活動により，オープンソースソフトウエアとオープン教
育資源のエコシステムを活性化させます。 

(1) オープンソースソフトウエア （OSS）の活動: 

会員による OSSの開発を支援し，共同開発の環境を整備します。 
(2) オープン教育資源 （OER） の活動: 
会員が開発に寄与した教育コンテンツを収集し，OERアーカイブを提供します。 

(3) 啓発活動: 

① シンポジウムや会議を開催し，OSS と OERの理解と普及を促進します。 
② 会員が開発したソフトウエアの操作を学ぶためのハンズオンの機会を提供し，そ
の普及を図ります。 

③ 会員間で共同資金を募り，プロジェクトを推進するためのイベントを開催します。 
 



   

CotoLearnは，学びの公平性と多様性を実現し、各人の可能性を最大限に引き出す
社会を目指すコミュニティです。私たちは，オープンソースソフトウエア （OSS）とオープ
ン教育資源 （OER） を活用し，全ての人々が自由に学び，成長できる環境の構築を支
援します。また，教育技術の開発と普及，教育資源の共有，そしてその全てを支えるコミ

ュニティの強化に向けた取り組みを進めます。 
私たちの趣旨に賛同いただける企業の方，学校の方，個人の方の参加を歓迎いたし

ます。  
企業の方へ：教育技術に投資する企業，オープンソースソフトウエア開発に関心を持

つ企業，新しい教育の形を模索している企業など。貴社の技術力とビジョ

ンを活かして，一緒に未来の学習環境を構築しましょう。 
学校の方へ：オープンソースソフトウエアとオープン教育資源を利用し，教育プログラ

ムを更に発展させたい学校や教育機関。新たな教育資源を活用して，学

生たちの学びの機会を広げましょう。 
個人の方へ：自己啓発を目指す学生や教師，プログラマーやデザイナー，教育に関

心を持つ全ての人。皆さんのスキルや知識を共有し，一緒に学び，成長し

ましょう。 
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設立発起人  

大阪教育大学学長 
岡 本 幾 子 

熊本大学 半導体・デジタル研究教育機構教授 
喜 多 敏 博 

法政大学大学院経営学研究科教授 
児 玉 靖 司 

北海道大学 情報基盤センター教授 
重 田 勝 介  

大阪大学 サイバーメディアセンター講師 
白井 詩沙香 

大阪大学 サイバーメディアセンター教授 
竹 村 治 雄 

放送大学教授 
山 田 恒 夫 

国立情報学研究所 オープンサイエンス基盤研究センター教授 
山 地 一 禎 

特定非営利活動法人サイバー・キャンパス・コンソーシアム TIES 理事長  
柳 澤 保 徳 
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